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（1） 緒 露

　我国 に お け る種麹の 製造 は独得の もの で あ るが ， い

は ば原始的工業で 製造に 当つ て 幾多の 問題があ る，種

麹製造方法 の 概略は 己に 述べ た1）
の で 省略す るが，最

も重要な問題 は菌株 の 保存と選択 で ， 次に混在す る細

菌類 の 駆除及 び その 是非で は ない かと考え る．

　前2 者は夫 々 の 分野 で 今 日迄多 くの報告2）が あり，

我 々 もそれ等を理解し
’
応用す る段階に 進 み つ S あ る

が，種麹中の 細菌に つ い て の 報告
B） は極めて 少 い ．

　今回はこ の シ ン ポ ジ ウ ム の 趣旨と少し離れて い るお

そ れ が あるが種麹中の 細菌竝び に そ の 抑制 に つ い て 少

し く検討し た結果に つ い て 諸賢 の 御批判 と御討議 を得

れば幸 と存じます．

　種麹菌 の 工業的製造方法は麹蓋を用い ， 蒸米放冷後

約 100 時間の 培養 ，
20〜30時間 の 乾 燥に 至 る間，空 中

菌芽 の 侵害 を受け る こ と は 当然で あ る．

　醗酵工 業の 内，酒 精 製造の 場合 は細菌群の 必要 は な

い が ， 清酒醸造
4） ，味蝉 ｝ ，醤油6）の 醸造 に は細菌群

の働が相当関与し てい る もの S
， 無制限に 混在す る種

麹中の 細 菌 は一考 を要 す る問題 と考え る，

　本研究 は 以上 の 事か ら一応種麹菌中の 細菌を調査

し ， こ の 抑制方法を検討す るため 行つ た が ， 今 日迄 の

実験 の 結 果抗菌性物質の 応 用 に よ り細 菌 の 少 い 種麹の

製造方法 の 可能性 も考 え られ た の で ，こ こ に 報告す る

と共 に 御討議 を得れば幸 と存じます．

（1） 実 験

　（1） 種麹菌 中 の 細 菌数 に つ い て

　種麹菌中の 細菌 の 分離 は好井氏鋤 の方法 に 従 つ た，

唯分離培養基は緒方氏（7）等 に ょ る Kabicidin添加細

菌分離培養基 を用い た．

第 1表　種麹菌中の 細菌数 （19 中，
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　即ち種麹菌 1g を可及的無菌下に 100　cc の 滅菌生 理

食塩水 に移し，振盗分散せ しめ た後之 を適宜稀釈 し，

前 記 細菌分離培養基約10ccを用い て平板培養し，35℃

に 4〜6 日間培養 し発生 Colonieを計数， 嫌気培養 は

初め KOH ピ ロ ガ ロ ー
ル ， 脱 気 法 を 用い たが ， 後

ROSENTHAI ．E 法 に よつ た ．

　其の 結果の 一部 を第 1 表に 示し た．

　即 ち第 1表に 示 す如く市販種麹菌 lg 申に は 1．8 万

〜75万 の 細 菌 が 存在 し，麹菌 の 生存芽胞子 数 と対比す

るに 0．05〜1．16％の 数字が示される．

　今此 の 中の 1 つ の 種麹菌を用い て 米麹 を 作 る時種麹

中 の 細菌数は どの 様 な数 を示すか を試 験 して み た．

　  米麹製麹中の 細菌の 動勢

　使用し た種麹は 第 1表 No ．9 で ， 米 は 約 2 割搗精 ，

種麹使用量 は 石当り換算80匁で あ る．経過は第 2 表に

示す 如 く普 通 と高 温 の 両 経過 を とつ て み た．

　第 2 表 に 見 る 如 く相当著 しい 細菌の 増加が 認 め ら

れ，種麹 中の 細菌の 影響の 大 きい こ と も考え得 るもの

で あ る．

　  　種麹中の 細菌 の 抑制

第 2表　製 麹中に お け る 細 菌の 動 勢
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第 3 表 細 菌 の 性 状
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　B は ブ イ ヨ ン 寒天 斜 面

　 以 上に 示し た 如 く市販種麹菌中の 細菌 は最大一最小

の 巾が極 めて 広 く， これ は 第 1に 空中菌芽の Gont−

azainationによ る もの が等で あ る と準察 され る が ， 全

面的に 種麹 菌中の 細菌を消滅す る事 の 是非は別 とし て

或 る程度抑制す る事 も
一

応研究すべ き事柄 と考え られ

る．
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　工 業的に 種麹菌を製造す るに 当 り， 細菌群の 発育を

抑制 す るに は抗菌性物質 の 応用が 考え られ「る，

　抗菌性物質として は麹菌即 ちカ ビ 類に 作用せ ず細菌

を 抑制す る もの とし て Aureomycin
，
　 Choloramphe −

nice1 ，　 Dextromycln ，　 Streptemycin
，
　 Terramycin 等

が考えられる．

　著者は Aurcomycin 竝ぴに Dextromycin を用1、、
t

種麹菌中 よ り分離 し た細菌を 用い て 抵抗試験 を行 つ

た．

　前述の 如くして 種麹菌中よ り分離 し た細菌菌株中よ

り10株 を用い 中性 プ ィ ヨ ン 液 10cc 入試 験 管 に 夫 々、

Aureomycih
，
Dextromyein

， を添加 し て 抵抗試験 を行

つ た．

　供試細菌の 性状の 概略 は第 3 表 に 示 し，抵抗試験は

第 4表 に 示した．

　第 4 表に 示す如 く大 体抗 菌性物質 ろ価 万 で 細 菌 の 発

育 を 抑制す るの で次 に種麹菌製造 に 応用して み た．

　（4） 種麹菌製造に お け る抗菌性物質の 応用

　約 2分搗精米 を常法 に 依 り蒸齷後，木灰 を吸着せ し

め ， 特 に 長時閥放冷して空中菌芽の 侵入を招 き麹菌原

菌秩を接種 して 均
一

に 混合せ る もの 50g 宛 を 5 寸 シ ャ

ーレ ーに 入れ ， 之に Aureomydn 溶液 （Img ！cc ）を

加 え て 禹来 る丈け均一に混合し ， 約30℃ に 100 時間培

養 し た．
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第 5 表　 種 麹菌製造 に お け る Aureomycin 添 加 の 影 響
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　出発時原料中の 細菌は 3．8−−5．1〜5．3万 で あ っ た，

実験結果は第5 表 に 示す通 りで あ る．

　 この 結 果 Aureomycin 無添加は Start の 4 倍 に 増

殖 し，Yio万 添 加 で は30〜40％ の 減少 を示 し た．410万

以上 は大 した 相異認 めず Startよ り80％程 度の 減少 を

み た （写真 参 照）．

　麹菌芽胞孑 に 対す る細菌数 の 比を，種麹菌の 純粋度

ど仮定す る と，Aureomycin 無 添 加 は 99・75 ％ と云 う

事 が出来 ， 駈 o 万添 加で は 99．97 ％ ， 艇 o 万以上で は

99．99％ と云 い 得 べ く精度は著 し く高 くな る．

　Aureomycin 添加区 よ り発 生 した細 菌は 大体 3 種 と

思われ ， 特 に抵抗性が強い わけ で は な く、 第6 表に 示

す 如 く今迄 に 得た株 と似 て お り十分 Aureo ．の 接触 を

受 け なか つ た もの で あろ う，

　夊
一
般 に Aureo ．添加区 の 方が対照 よ り麹菌芽胞 子

数 は多い 様 で あ る．こ の 種麹菌 を用 い て 製麹試 験 をす

るに 今の 処別 に 変つ た 点 は 認 め られ ない ．

Dextromycin添加 の 影響は第 7表に 示す 通 りで あ る．
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第 7表 種 麹 菌製造 ｝ζお け る Dextromycin 添 加 の 罷 響
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0．930

．110

，070

，060

．OlO

，0010

，14

0．06

（註） し の 細 菌 分 離培 地 は 自製肉 エ キ ス 1L
， 葡萄糖209

，
ペ プ トン ，109，

　　 Nacl，　o．5g，　 KH ．，PO ．t，0．5g，　 Kabicidin　I50mg （150r！cc ） NaoH に

　　 て pH6 ・0に 調製， 寒天 2 ％ の もの を 用 い た ．

（E）　若 察

　 本実験 は 途申の 段 階 で あ るが ，以 上の 結果か ら考察

す るに 種麹菌中 に存在す る 細菌群は種麹 1g 申約 La

〜75万を示 し，麹菌芽胞孑数に 対す る細菌数比は 0．05

〜1．正6％ を示し て い る．

　 こ の 種麹中の 細菌は主 とし て大 気中 よ りの Conta−・

mination と考え られ，種麹培養申に 数倍に 増殖 す る

もの S 如 くで あ る，

　 この種麹中の 細菌の 殆んどは培地 で ある米粒中に 存

在す る もの S 様 で ，篩 で 種麹を篩い 芽胞子丈けを利用

し， 残渣の 米粒 を除 くこ とに よ り其 の 純粋度は極め て

高 くな る もの で あ る．

　一
方種 麹菌の 性状 を変 え る こ と なく細菌群を抑制出

来得れば 極 めて 好都合 と考え られ る．

　実験 の結果 Aureomycin 及び Dextromycin の 両

．者 に つ い て の 結果か ら種麹原料 に 対し弓io万 の 使用で

・start の と きの 細菌数 の 80％ 程 度の 減少 を示 し ， 対照

区に比 し頗る高い 精度を示す もの で あ る．

　 今 種麹菌 を応用す る醗酵工 業中 ， 清酒，味嚼，醤油

の 如き細菌類 の 働くこ との 多い 分野 で J 種劉中に 教 o

万の Aure ・ mycin が製品中に 全然破壊せずecre存す

る もの とし て ，
40匁あ種麹菌を 1石の 原料米に 応用す

る時 ， × 1000に diluteされ麹中に は 弓i億 とな り， 殆

ん ど問題 で は ない と考え られ る．

最近抗菌性物質の 醸酵工 業 えの 応 用 と して 清 酒醸造
S）

の 報告 もあ り ， 種麹菌え の 応用に つ き種々 御批判を得

れば幸 と思 い ます．

（lv）　綣 論

　本実験 は途上で あるが次の如き結果を得 た．　　　　 ，

　 1 ，種麹菌中に は 約 1．8〜75万fgの 細菌を含む。

　2 ．こ の 種麹を用い 米麹を作 る に 出麹時に は 出発時

の 10数倍の 細菌の 増加 をみ た ．　　　　　　　　 、

　 3 ．こ れ 等の 細菌 は Aureomycin 　 1110万 〜5！10万　  

で 発育は阻害 され る．

　 4 ．種麹に は Aureomycin の 弓
「

iO 万で純度 （仮定）

99．99％ の もの を得 た （一般に は99．95〜98，84％ ， 平均

99．5％ ）．

　終 りに 臨み 終始 御指導賜 わ つ た 京大，高 田 教 授．阪

大 ， 小田 教授．夊 貴 重 な る讖料 を蜴 わ り種 々 御助言下 さ

轍
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（570） （松山） 讐 麹 菌 製 造 と 細 菌 の 周 置

且 2 3

4 　 　 　 　 　 　 　 5

Aurcomycin 応用租麹中の 細菌群

而

衡

西

万

o

駈

％

勢

11

卿 

〃

〃

〃

〃

触1，
2 ．
3．
4 。
5 ．

15〜蓋8〜22万 ノg
2．5∩r3 ．3
0，5〜0．66
1〜1．05
1．05〜1，1

つ た武田葭酵観究所長 ， 佐藤博士．及び 緒方浩一一re士
に 深甚 の 謝憲 を 表 る と共に 発表 を 許可 さ れ t： 樋口社

長 ， 及専
卩
務 ， に 感謝致 し ま す．
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討

　松濾翼治 （農林省食糧研究所） 1．麹 麹の 胞子数が

第 1表 に よると大体 1g 中数干万個 2）単 位とな つ て い

る が ， もう少 し多 い の で はな い で し よ うか．私共の 結

論

果で は平均 5億内外で す．

　2 ．種麹申の縞菌の 功罪に つ い て の御意見は ア

　松山 ： 置．御報告を拝見 して 大変多 い 致が出て 居
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《松山） 種 麹 製 造 と 細 菌 の 問 題 （571）

．亀

b，私 も臼分 の dataが低い の て 疑問を持つ て い ま す，
一度詳細 に 検討 した い と存 じ ます．

　 2 ．一
番むつ か しい 私自身困つ て い る点で ，功 もあ

れ ば ， 夊罪 の 場合もあ る もの と思 い ま す各方面の 将来

の 研究 に 待ちた い．

　 村 井 三 郡 （KK 埖屋 三 左 衛門老舗 ）種 麹 生産 に 当 り

細菌の 少な き製品 は望まし い が ，
一

万 に お い て 同時に

繁殖す る雑糸状菌 ， 酵母 の 繁殖防止 に 関 して も相応 な

研究 を併せ て 望む．こ れ 等 の 繁殖 が種麹菌の 生 産に 及

ぼ す影響が却つ て多大なもの で はない で しようか．

　松山 ： 種麹の 純枠性の 問題 は なか な か むつ か し く，

そ の 是 非も分 らな い ．御質問 の 様 な糸状菌の Conta・

mination も改良すべ き研究課題 と思 う．

　照 井堯造 （阪大工 ，醗 酵 ） さ きほ どの 御 質 問 に 関 係

し た発言 だ が ，
Bacteria数を抗生物質 な どて減少せ し

め る事 よ りも，一般的清潔 さ，製造 過 程 の 改善 な ど を

行 う方が 本筋 だ と思 い ますが あな た の 見解は ？

　松 山： 確か に 御話 の 通 りで ， 私の 今 の 方法 は あ く迄

一
つ の 手段 とし て や つ て み た丈けで，例 え ば Bacteria

も培地 で あ る米粒に多い もの の 様 で あるが胞子丈けを

篩 つ て 用 い る簡単な こ とだ け で相当 Bacteria 数の 減

少 を見 る こ と と思われ ます．

　芝崎勳 （阪大 工 ．醸酵）種麹中の 細菌数は 1・1〜75

万 1gありますが ，
1．1万！g とい う例 もあ る訳 ですか ら．

実際 の 製造 工 程 の 管理に よ りこ れ 位 の 線 迄 抑 え る こ と

が 可能 で しよ うう．

　松山 ： 照井先生 の 御質問 と同 じ と思 い ますが ， 確か

に 製造管理 は最大の Factor で あ り，又
一

方細菌の 少

い 種麹菌 と多い 種麹菌の 菌の 性状等 も検討 して み た い

と思 つ て い ます．

　好 井久 雄 （農林省食糧研究所） LAureomycin 添加

等に よつ て 作 つ た細菌数 の 少い 種麹 と無添加 の 試料 の

間に 各酵素力に つ い て 差違は ない か ？酵素的検討 に よ

つ て，種麹中 の 細菌 の 意義 （有用 ， 有害）の 手がか り

が得 られ る もの と思 うが 如何 ？

　2 ，種麹製造行程を通 じ て ， どの 段階 で 細菌数の 増

大 が多 い か 2乾燥行程で の 空中か らの 混入 が相当 あ る

と思 わ れ るが ？

　松 山 ： 1．特に細菌の 多い 麩麹と可及的純粋の 麹菌

で 製麹し て酵素的 の 検討 を是非や つ てみ た い と慰 つ て

い ま す．

　 2 ’
当然乾燥行程で も入 るが ， 培養申の 細菌の 増殖

の 方が大 きい で し よ う．

　塚 原 貿次 （日本醸造協会）種麹中の 細菌は清酒醸造

に有害か夊 は有効か

　松山 ； 大変重要な 聞題 で は あ ります が ， 全然今 の 処

私 に は判 らな い ．

　井 口 信貔 （野田．産研）醸造試験所 の塚 原 さん の御

質問 に 関 連 し ま すが ， 醤油の 場合は仕込 後 の 細菌 の 役

割 はか な り有用 で は な い か と存 じ ます．こ の あた り現

在検討中で すが例 えは麹だけの 無菌仕込 を行 つ た結果

は 全然醤油 らし くあ りませ ん，こ の 点 か ら製造 操 作又

は 仕 込 時 に 混 入 す る細菌の 果す役割は かな り大 きい と

存じます，

　域瀬 晴 久 （成瀬 醸酵化学研究所）麹室の 管理 に 紫外

線殺菌燈 の 使用 の 有無 ， 天 日乾燥 ， 天 日紫外線に よ る

細菌数増減の 問題 ．

　松山 ： 麹室に 紫外線殺菌燈 を つ け る こ との 是非は経

験が ない の で 判 りませ ん．天 日乾燥 の紫外線の 点 も疑

問で あ ります．麹菌，細菌に 作用す る程波長の 短 い も

の が多い 様で もない し．それとも熱作用に影響 が 有 る

か，空気中から侵入する細菌の 影響等々 考え られ る因

子が多い の で 簡単に 割切れ る と は思われ ませ ん．

　高 田 信 男 （阪大 工．酵醸）分離され た Bacteriaの

同定 は今後の 問題 だ と 思い ますが ， 第 3 表に依 る と枯

草菌 らし い 株 は 掲げ られ て ありませ ん が，種麹中 に 枯

草菌は含まれて い ませ んか．

　松山： 実験 に 使 つ た 細菌は 任 意 に 採用 し た丈 けで 菌

の 検 索 は行 つ て い ませ ん．そ れ よ りも此実験は細菌を

な くす る こ とに 専念 し たの で …．御質問の 問題は至急

に検討す る予定で あ る．

　杉 田登 （竜野醤油協同組合試験場）分離された細菌

の 高濃度（18％）の 食塩 に 対す る抵抗性は如何 で すか．

　松 山 ： 耐 塩 性 の 菌 が あるか ど うか醤油，味嚼に 関し

て必要な条件で すが ， 今後検討し て報告した い と患 い

ま す．
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